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ご覧|こなり歓したか?11 簡さんの命を守る穴磯な本です
今年 6用 |こ、醸沢市から金戸‡こ酉己布された層ヽ構子です
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磯えるなぬ1ヨ康、様々なことを懇轍簸、

どうするかを考え番ことが大切で∵。
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市民と地域の防

災・減災|こ私たち
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「ふじさわ鱚災ナピ滅

見た人も、見たことない人も

読んだ人も、読んでしヽなしヽ人も・・・

みんなで隣災|こつしヽて知識翁再確認をしましょう

ご家族で、お子事ん 。お孫さんと ひとりでもOK
随災ナピからの簡単なクイズ|こ挑戦 i

1.醸沢節で想定される災書として考えられる主なものは  くこ鋼韻配海麟答あり)

麟書 臨災すピ 巻頭「藤沢市を知る」 を参照してくださしヽ
(すべての曲然災塞が発生する恐機が「ある』と考えて行動しましょう)

防災ナビが見つからな
しヽ場合:ま、市役所機市民
センターで入手できま

す。
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が計議れ 急斜面の巻石土雛攀じの議落等 ある  攀い 島各   参鮮
癌議 台鼠や強い篠気塵なこで

織譲 海面で犠く饉τ機生す0議、理書 あろ  な操 理書の議れ  ある 等11
箕山 噴漁によ機 薇 島●  等い ある   瞬 1
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2.災審斃生にこう対処しますか? 翻饉群から正しいものを選びましょう。
第 1間 突然の地震 !どうしよう               __
・屋内 (家・学校)|こ しヽたら? (   )
・屋外 |こいたら?       (   )
・車を運転していたら?    (   )

第 2間 鮪災無線で「大津波驀報」を告げています !

・海岸 |こいたら「津波が来る」 ! どうする。(
・片瀬由は (    )、 在宅避難を !

第 3間 は隧蟷吻 雨風が強<なりそうだよ。
紛電‡機榜‡撃賤利進戯は何だろう? (   )

Д鶴野

a.少 しでも高い所へ。近くの高い建物・津波避難ビルに逃げる。
bョ机の下にかくれる。頭を守る。先生の指示に従う。
ca外に出て川の様子を見:こ行く。海の近くに行く
d.家にいたらテーブルの下に隠れ、
e.交差点を避け、道路左側:こ停車じ
f.津波災害警戒区域内です。
g.津波災害警戒区域の外です。
h“指定緊急避難場所です。
第4間 次のマーク |よ何を表 しているので しょう?

讀滲椋  マークの 。と避難場所の・ を線で結びましょう
.は嶽雉‐響
守       ・指定緊急避難場所 (洪水・がけ崩れ)

饉傷黎轟       ・津波避難ビル (場所)
量は,珊       ・指定避難場・指定緊急避難場所 (地震)
饒縣‖
檬     

。指定緊急避難場所 (大規模火災)

な二』L_奉」
F繭鮨繭彎

圏 正解け「ふじきゎ競賢十ビ」で確認し春じ事う J
蘇

『ふ移さわ購災すぎ憾1譲鐵然資審かわ議さん鍛続を管る穴場なも鍛です。
bゝ渡雛難穆‡こで譲ること機教えてくれ畿す嵯
ぜひ、義近なところ|こ備え付けて、
日ごろの私たちの防無 減災行動|こ役立てましょう。

「洪水・ぬ水、主砂災審ハザードマップ」(P75～78)と、
「津波ハザードマップ」(P79～84)で自宅の1犬況を確認しましょう |

)

頭を守る。棚から離れる。
、エンジンを止めます。
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感じさわ随災すピ 忘れた方、読んでしヽない方
がおられると思います。家の申を探してみてく
ださい。翻の隅っこで、皆さんを待っているか
もしれません。ぜひ有効活用をお願しヽします。
片瀬市民センターの了承を得て編集し讚した。
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